
第70期  株主通信

株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年

配当金受領株主 期末配当金 3月31日 
確定日 中間配当金 9月30日

株主名簿管理人  三井住友信託銀行株式会社 
事務取扱場所 証券代行部

お問い合わせ先 　　0120-782-031
 （受付時間 9:00～17:00 土日祝日を除く）

公 告 の 方 法   電子公告により行います。
 http://jp.idec.com/ja/aboutIDEC/ir/stockholder_info
 ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを得ない
 事由が生じた場合は、 日本経済新聞に掲載します。

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2丁目6番64号 
TEL: 06-6398-2500（代表） http://jp.idec.com

Top Message

第 1 四 半 期
（2016年4月1日～2016年6月30日）

証券コード 6652

2016/3

第1四半期

43,468

2017/3

43,700

9,361百万円
売上高

※親会社株主に帰属する四半期純利益

財務ハイライト

前年同期比

10.8％減

（百万円）通期

前年同期比

36.1％減

前年同期比

66.1％減

2016/3

3,176

2017/3

3,500

435百万円
営業利益

2016/3

1,708

2017/3

2,200

（予想）

（予想）

（予想）172百万円
四半期純利益※

10,492 9,361

681 435

508 172

株主の皆さまへ

当第1四半期の売上高は、安全および防爆関連製品は堅調に推
移したものの、中国をはじめとするアジア新興国の景気減速や
円高の進行などにより、93億6千1百万円（前年同期比10.8％
減）となりました。
営業利益は、減収の影響から4億3千5百万円（前年同期比
36.1％減）となり、四半期純利益は円高による為替差損の計上な
どにより、1億7千2百万円（前年同期比66.1％減）となりました。

市場環境は厳しい状況が続いておりますが、第2四半期以降も計
画達成に向けて全社一丸となって取り組んでまいります。
株主の皆さまにおかれましては、より一層のご支援とご協力を
賜りますよう、心よりお願い申しあげます。

第69期定時株主総会を開催

Shareholder Relations

ユニバーサルデザイン（UD）の
考え方に基づき、より多くの人に
見やすく読みまちがえにくいデザ
インの文字を採用しています。

　2016年6月17日に、第69期定時株主総会を本社にて開催いたしまし
た。ご出席いただく株主さまの人数は年々増えており、今年は昨年を上回
る411名の株主さまにご出席いただきました。
　質疑応答では、コーポレート・ガバナンスや経済情勢などに関してご質問
を頂き、活発な意見交換を行うことができました。また、株主総会終了後の
懇親会にも多くの株主さまにご参加いただき、例年以上に活気のある株主
総会となりました。
　株主の皆さまにおかれましては、議決権の行使にご協力いただきまして、
誠にありがとうございました。

懇親会の様子

株主総会の会場風景

●株主さまの住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されてい
る口座管理機関(証券会社等)にお問い合わせください。

代表取締役会長兼社長

98,598,5
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プログラマブル表示器

統合環境制御盤にご採用

株式会社ニッポー

“人・ロボット協調安全”を実現する提案を開始！

ビニールハウスで活躍するIDEC製品

　人手不足や生産性向上を背景に、人とロボットが安全柵で隔離
されることなく、「協働作業」するものづくり現場が増えてくること
が予想されます。このようなことから、IDECでは人とロボットの協
調安全を実現する、安全ノウハウの指導や安全製品をパッケージ

化した提案を4月から開始する
とともに、そのキーコンポーネ
ントとなるセーフティレーザス
キャナ 「SE2L形」を発売しまし
た。

　株式会社ニッポー様の統合環境制御盤「House NAVI ADVANCE」は、ビニールハウスのCO2
濃度や温度、湿度などの環境を統合制御することで農業の効率アップを可能にします。農業のIT化を
促進する、農協や大規模農家をターゲットにした制御盤です。
　今回、耐環境性能に優れ、明るい太陽光の下でも画面がはっきり見えるIDECの
HG2G形表示器をご採用いただいたことで、その場で細かい設定ができることに加
え、温度や湿度などの環境データをワンタッチで確認することが可能となりました。

　1964年に創業された株式
会社ニッポー様は、温度・湿度
調整、制御機器の専門メー
カーとして、人々の生活や労
働環境の向上に役立つ、高付
加価値製品の開発に取り組ん
でおられます。

前年同期比

13.0％減
前年同期比

3.6％減
前年同期比

13.3％減
前年同期比

12.2％増
前年同期比

11.0％減

Pick
Up！

お客さまのご紹介

多彩な安全コンポーネンツで生産性・安全性向上に貢献

広島営業所　神山  広輔

優れた耐環境性能を
ご評価いただきました。

営業担当者の声
日射センサ雨センサ

乾球/湿球
温度センサ

換気・カーテン
インターフェース盤

CO2センサ

気象観測器 屋外センサ

屋内センサ

出 力

循環扇
ミスト

潅 水
暖 房炭酸ガス発生装置

保温カーテン

カーテン

　また、7月からはグループ会社の株式会社コーネットにおいて、
産業用協働ロボットのレンタル事業をスタートしました。人手不足
に悩む中小企業などのユーザーを対象に、初期負担の少ないレン
タルで協働ロボットを導入していただくことができます。
　IDECは、レンタルはもちろん、安全に強みを持つロボットソ
リューションプロバイダーとして、生産性向上に不可欠な安全シス
テムのアドバイス、提案を行い、ロボット導入をサポートしてまいり
ます。
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前年同期比

13.0％減
前年同期比

3.6％減
前年同期比

13.3％減
前年同期比

12.2％増
前年同期比

11.0％減

Pick
Up！

お客さまのご紹介

多彩な安全コンポーネンツで生産性・安全性向上に貢献

広島営業所　神山  広輔

優れた耐環境性能を
ご評価いただきました。

営業担当者の声
日射センサ雨センサ

乾球/湿球
温度センサ

換気・カーテン
インターフェース盤

CO2センサ

気象観測器 屋外センサ

屋内センサ

出 力

循環扇
ミスト

潅 水
暖 房炭酸ガス発生装置

保温カーテン

カーテン

　また、7月からはグループ会社の株式会社コーネットにおいて、
産業用協働ロボットのレンタル事業をスタートしました。人手不足
に悩む中小企業などのユーザーを対象に、初期負担の少ないレン
タルで協働ロボットを導入していただくことができます。
　IDECは、レンタルはもちろん、安全に強みを持つロボットソ
リューションプロバイダーとして、生産性向上に不可欠な安全シス
テムのアドバイス、提案を行い、ロボット導入をサポートしてまいり
ます。

センサユニット

人とロボットとの恊働作業で生産効率向上

※その他の地域の数値は除く

製品別
売上高
比率

地域別
売上高
比率

98,598,5



第70期  株主通信

株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年

配当金受領株主 期末配当金 3月31日 
確定日 中間配当金 9月30日

株主名簿管理人  三井住友信託銀行株式会社 
事務取扱場所 証券代行部

お問い合わせ先 　　0120-782-031
 （受付時間 9:00～17:00 土日祝日を除く）

公 告 の 方 法   電子公告により行います。
 http://jp.idec.com/ja/aboutIDEC/ir/stockholder_info
 ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを得ない
 事由が生じた場合は、 日本経済新聞に掲載します。

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2丁目6番64号 
TEL: 06-6398-2500（代表） http://jp.idec.com

Top Message

第 1 四 半 期
（2016年4月1日～2016年6月30日）

証券コード 6652

2016/3

第1四半期

43,468

2017/3

43,700

9,361百万円
売上高

※親会社株主に帰属する四半期純利益

財務ハイライト

前年同期比

10.8％減

（百万円）通期

前年同期比

36.1％減

前年同期比

66.1％減

2016/3

3,176

2017/3

3,500

435百万円
営業利益

2016/3

1,708

2017/3

2,200

（予想）

（予想）

（予想）172百万円
四半期純利益※

10,492 9,361

681 435

508 172

株主の皆さまへ

当第1四半期の売上高は、安全および防爆関連製品は堅調に推
移したものの、中国をはじめとするアジア新興国の景気減速や
円高の進行などにより、93億6千1百万円（前年同期比10.8％
減）となりました。
営業利益は、減収の影響から4億3千5百万円（前年同期比
36.1％減）となり、四半期純利益は円高による為替差損の計上な
どにより、1億7千2百万円（前年同期比66.1％減）となりました。

市場環境は厳しい状況が続いておりますが、第2四半期以降も計
画達成に向けて全社一丸となって取り組んでまいります。
株主の皆さまにおかれましては、より一層のご支援とご協力を
賜りますよう、心よりお願い申しあげます。

第69期定時株主総会を開催

Shareholder Relations

ユニバーサルデザイン（UD）の
考え方に基づき、より多くの人に
見やすく読みまちがえにくいデザ
インの文字を採用しています。

　2016年6月17日に、第69期定時株主総会を本社にて開催いたしまし
た。ご出席いただく株主さまの人数は年々増えており、今年は昨年を上回
る411名の株主さまにご出席いただきました。
　質疑応答では、コーポレート・ガバナンスや経済情勢などに関してご質問
を頂き、活発な意見交換を行うことができました。また、株主総会終了後の
懇親会にも多くの株主さまにご参加いただき、例年以上に活気のある株主
総会となりました。
　株主の皆さまにおかれましては、議決権の行使にご協力いただきまして、
誠にありがとうございました。

懇親会の様子

株主総会の会場風景

●株主さまの住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されてい
る口座管理機関(証券会社等)にお問い合わせください。

代表取締役会長兼社長

98,598,5


